
２ 自動車板金の「匠」と銅板レリーフづくり 

 

（１）実施日時 

７月 23 日（木）午前９時から午前 11 時まで 

（２）実施校 

愛知県立刈谷高等学校附属中学校（刈谷市寿町５-１０１） 

（３）講師 

トヨタ車体株式会社 
（４）講座内容 

銅板加工体験は、１班５名の計８班に分かれ、各班に講師１名が付き、丁寧に指導

していただきました。８班のうち４班は、前半に、あらかじめ用意されたアルファベ

ットや数字が記載された型を金槌で叩き、銅板に打ち込みました。生徒たちは、作成

日や自身の名前、愛称など、それぞれ思い思いの組み合わせで文字を刻みました。 
残りの４班は、前半に固定された銅板を金槌で叩き、課題であるネコの形になるよ

う作業を行いました。最初に強く叩いて大まかな形を作った後、ネコの髭などの細か

い部分の形を整えました。また「ニャー」や「ガンバレ」と書かれた型を用いて、金

槌で叩き、文字を打ち込みました。後半は、それぞれの班が前半に行っていない作業

に取り組み、作品を完成させました。 
その後、講師から通常業務において試作品などを手作りしていることや、そのよう

な技能を次世代に継承していくことの重要性について、分かりやすく説明していただ

きました。 
説明の後には、板金加工の実演がありました。講師の方が均一の強さで重ならない

ように同じ強さで銅板を打ちつけており、生徒たちが講師の方の技能の高さを感じる

機会になりました。 
最後に生徒が講座の感想とお礼を講師の方に伝え、集合写真を撮影しました。 

体験① 体験② 生徒が製作した作品 

   

銅板加工の実演 

 


